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６
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回
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回
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◇
実

施
日

２
０

１
８

年
０

３
月

１
１

日
(
日

)
 

快
晴

 

◇
参

加
者

；
豊

嶋
 

寛
、

川
島

 
功

、
沖

﨑
吉

信
、

生
熊

敏
男

・
千

満
子

、
 

児
嶋

道
夫

、
大

江
加

予
子

、
畑

林
清

子
、

高
階

美
根

子
、

 

竹
中

卓
治

、
奥

村
順

夫
、
村

吉
光

夫
、
梶

野
照

雄
。
 

１
３

名
。

 

 

沖
﨑

車
(
生

熊
夫

妻
・

豊
嶋

同
乗

)
、

川
島

車
(
児

嶋
・

畑
林

・
大

江
)
に

て
 

新
宮

７
時

半
に

発
ち

、
池

原
ス

ポ
ー

ツ
公

園
駐

車
場

に
８

時
４

０
分

前
に

着
 

く
と

、
奥

村
車

(
竹

中
・

高
階

)
、

村
吉

車
、

梶
野

車
が

既
に

到
着

。
 

沖
﨑

車
、
村
吉

車
、
梶

野
車

に
分

乗
し

、
土
・
日

を
除

く
時

間
制

限
通

行
 

止
め

(
林

道
口

～
２

㎞
先

)
の

林
道

池
郷

線
へ

。
通

行
止

め
コ

ー
ン

を
除

け
、
 

支
谷

橋
を

渡
る

と
直

ぐ
に

(
約

１
㎞

地
点

)
、
左

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
吹

付
け

斜

面
が

土
砂

崩
れ

し
、
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
迄

道
幅

一
杯

に
崩

落
土

砂
が

塞
い

で
い

る
。

夜
半

に
崩

れ
た

様
で

、
上

部
か

ら
今

に
も

崩
れ

そ
う

な
気

配
で

あ
る

。
 

 

 
 

 
 

 

 
池

原
ス

ポ
ー

ツ
公

園
Ｐ

で
合

流
 

林
道

池
郷

線
土

砂
崩

れ
 

 
上

部
は

崩
れ

そ
う

だ
！
 

 

予
期

せ
ぬ

落
石

に
遭

い
、
天

候
も

良
い

の
で

全
面

通
行

止
め

が
解

除
に

 

な
っ

た
国

道
４

２
５

線
の

白
谷

ト
ン

ネ
ル

を
抜

け
、
土

砂
崩

れ
・
落

石
で

 

走
行

出
来

る
か

判
ら

な
い

が
、
白

谷
林

道
か

ら
持

経
宿

へ
行

く
事

に
す

る
。
 

 
 

９
時

４
０

分
に

白
谷

林
道

の
ゲ

ー
ト

鍵
を

開
け

進
む

と
、
車

が
通

っ
て

い
る

跡
が

あ
る

が
道

が
荒

れ
て

い
る

。
営

林
小

屋
か

ら
右

の
林

道
へ

と
登

り
出

す
と

、
斜

面
か

ら
落

ち
た

落
石

が
多

く
な

り
手

で
除

け
な

が
ら

辿
る

と
、

車
が

駐
車

し
て

い
る

、
渓

流
釣

の
人

の
車

だ
ろ

う
。

 

そ
の

先
に

大
き

な
落

石
が

あ
り

、
大

ハ
ン

マ
ー

で
割

り
、
割

れ
そ

う
で

な
い

巨
石

は
大

バ
ー

ル
・

く
い

丸
を

テ
コ

棒
に

し
て

路
肩

に
寄

せ
る

。
 

１
～

２
分

も
走

る
と

落
石

が
あ

り
除

け
ね

ば
な

ら
な

い
。
又

、
日

陰
地

点
の

落
石

は
凍

結
で

除
け

る
の

に
少

し
力

が
い

る
。
中

々
進

ま
な

い
の

で

先
頭

の
村

吉
車

は
、
少

々
の

落
石

を
除

け
ず

多
少

無
理

し
て

走
行

し
、
後

に
続

く
車

の
方

に
除

け
て

貰
う

事
に

す
る

。
 

落
石

の
多

い
箇
所

も
あ

り
、
直

ぐ
に

後
続

車
が
追

い
着

き
、
皆

で
取

除

く
、

豊
嶋
さ
ん

は
小

走
り

に
歩

い
て

落
石

を
除

け
て
下
さ

る
。

 

 
 

 

白
谷

林
道

ゲ
ー

ト
 

 
 

 
 

 
 

皆
で

落
石

を
除

く
 

 

１
１

時
半

前
に
よ

う
や

く
平

治
谷

(
7
.
5
㎞

)
を
過
ぎ

る
。
こ

の
地

点
迄

 

昨
秋

に
村

吉
さ
ん

が
偵
察

に
来

ら
れ

た
の

で
、
な
ん

と
か

１
２

時
頃

に
持
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経
宿

に
着

け
そ

う
に
思
わ

れ
る

。
道

は
荒

れ
て

い
る

が
除

け
る

落
石

も
少

な
 

く
な

り
、
１

２
時

０
５

分
に

持
経

宿
に
よ

う
や

く
到

着
。
約

１
０

㎞
の

林
道

 

を
走

行
す

る
の

に
二

時
間

半
要

し
た

。
車

高
の

高
い

車
と

大
勢

で
落

石
を
取

 

除
け

ら
れ

た
お

陰
で

あ
り

、
少

人
数

で
は

あ
き

ら
め

た
こ

と
で

あ
ろ

う
。

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

皆
で

力
合

わ
せ

て
落

石
を

除
去

す
る

 

 平
治

宿
の

バ
ッ

テ
リ

ー
を
交
換

す
る

と
の

事
か

ら
、
急

い
で
昼
食

に
す

る
。
 

小
屋

前
の
ベ

ン
チ

は
、

小
屋

で
風

が
避

け
ら

れ
、
陽

も
あ

た
り
暖

か
い

。
 

 
 

 
 

 

持
経

宿
に

到
着

 
 

 
 

 
 

 
小

屋
前

の
ベ

ン
チ

で
昼

食
 

 奥
村

・
生

熊
敏
さ
ん

は
、

千
年
檜

先
で
シ
キ
ミ

を
採

り
戻

ら
れ

る
。

 

大
江
・
畑

林
さ
ん

は
、
貯
水
槽

の
清
掃

と
大

江
さ
ん
水
汲
み

後
に
二

人
で

平
治

宿
へ

、
途

中
合

流
し

て
引

き
返

す
と
遅

れ
て

出
発
さ

れ
た

。
 

居
残

り
組

は
、

川
島

・
沖

﨑
・

生
熊

敏
・

奥
村
氏

の
４

名
で

あ
る

。
 

ベ
ン
チ
裏

の
転

落
防

止
用
ロ

ー
プ

の
木
杭

(
H
2
5
.
1
1
設
置

)
は

、
地

中
部

位
が
腐
朽

で
触

れ
ば
倒

れ
る

の
で

、
木
杭

に
沿

っ
て
パ
イ
プ
鋼
管

の
「

く
い

丸
」
を
打

ち
込
み

、
木
杭

を
く

い
丸

に
被
服

線
に

て
３

箇
所

で
固
定

。
く

い

丸
と

土
止

め
桟
木

は
、
番

線
で
締

め
固
定

す
る

。
 

沖
﨑
氏

は
、
く

い
丸

の
打

ち
込
み

手
伝

っ
た

後
、
北
側

の
貯
水
槽

の
貯
留

、

宿
内

を
整

理
し

持
帰

る
不
要
品

を
集

め
て
下
さ

っ
た

。
そ

の
後

、
二

人
で

小

屋
周

り
の
雑
木

を
チ
ェ

ン
ソ

ー
で

小
切

り
薪
作

り
を

す
る

。
 

生
熊
さ
ん

は
、
西
側

斜
面

の
風
倒
木

を
チ
ェ

ン
ソ

ー
で
切

除
、
４

人
で

斜

面
か

ら
太

い
部
位

を
ロ

ー
プ

で
曳

き
上
げ
薪

に
小
切

り
、
薪

小
屋

に
積
み
込

む
。
そ

の
後

、
生

熊
さ
ん

は
ト
イ

レ
の
汲
取

り
を

し
て
下
さ

る
が

、
散
布

は

小
屋
近

く
の

斜
面

の
為

、
臭

い
が
キ

ツ
イ

の
で

、
今

後
パ
イ
プ
等

で
斜

面
下

部
に
汲
み

流
す

手
段

を
講
じ

た
い

。
 

 
 

 

 
く

い
丸

に
木

杭
固

定
 

 
 

風
倒

木
を

曳
き

上
げ

薪
に

 
 

ト
イ

レ
の

汲
み

出
し

 

 

雨
ト
ユ
網

上
の

落
葉

は
、
箒

で
払

い
落

し
、
１

４
時

半
過
ぎ

に
作
業

が
終

了
し
平

治
宿
班

の
帰

り
を
待
つ

。
平

治
宿
班

は
、
持

経
宿

に
１

５
時

１
０

分

に
戻

ら
れ

た
。

 

村
吉
さ
ん

は
、
平

治
宿

と
同

様
に
非
常
食

の
補
充

と
救
急
箱

を
点
検

し
て

、

次
回
補
充
品

の
リ

ス
ト
ア
ッ
プ

し
て
下
さ

る
。

 

全
員

で
記
念
撮
影

後
、

１
５

時
２

０
分

に
下

山
す

る
。
帰

路
林

道
は

、
約

５
０

分
強

か
か

っ
た

が
、
何
よ

り
も
パ

ン
ク

無
く
降

り
ら

れ
安
堵

し
た

。
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１
６

時
４

５
分

に
池

原
ス

ポ
ー

ツ
公

園
駐

車
場

に
戻

り
、
本

日
の
労

い
と

次
回

行
事

予
定
連
絡
等

の
終
礼

を
行

い
解
散

す
る

。
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

池
原

ス
ポ

ー
ツ

公
園

Ｐ
で

終
礼

 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

8
:
3
5
池

原
ス

ポ
ー

ツ
公

園
Ｐ
8
:
4
7
→
8
:
5
2
池

郷
林

道
崩

落
地

点
→
9
:
1
5
浦

向
→
9
:
4
0
白

谷
林

道
ゲ

ー
ト
→
1
2
:
0
5
持

経
宿
1
2
:
3
5
→
各
班
作
業
→

1
5
:
1
0
持

経
宿
1
5
:
2
0
→

白
谷

林
道

ゲ
ー

ト
1
6
:
1
5
→
1
6
:
4
5
池

原
ス

ポ
ー

ツ

公
園
1
7
:
0
0
(
解
散

)
 

 
 

 
 

 
(
記

；
川

島
・
写
真

；
梶

野
・

川
島

)
 

  

平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿
巡
回

巡
回

巡
回

巡
回
班班 班班
(
豊

嶋
・
村

吉
・
児

嶋
・
竹

中
・
梶
野
・
生

熊
千
・
高

階
)
 

持
経

宿
到

着
は

、
池

郷
林

道
の

予
期

せ
ぬ

落
石

に
遭

い
、
白

谷
林

道
へ

の

迂
回

と
落

石
が

多
い

ト
ラ
ブ

ル
で

予
定
よ

り
大

き
く
遅

れ
ま

し
た

。
 

小
屋
内

・
外

で
マ
チ

マ
チ

に
慌

し
く
昼
食

後
、
平

治
宿
巡

回
班

７
名

は
、

歳
の

割
に
非
常

に
元

気
な

豊
嶋
さ
ん

を
先

頭
に

出
発

。
 

千
年
檜

を
過
ぎ
尾

根
に

出
る

と
西

寄
り

の
風

が
強

く
冷

た
い
！

 
歩

い

て
も
汗

は
か

く
こ

と
が

無
い

。
天

気
は

快
晴

で
す

が
風

が
問
題

・
・

・
。

 

中
間

点
付
近

に
「
平

治
宿

２
５

分
・
持
経

宿
２

５
分
」
の
標
識

１
枚
取

付
。

 
 

 

何
と

か
平

治
宿

に
１

３
時

３
５

分
に

到
着

。
ト
イ

レ
水
洗
用

の
ド
ラ
ム

 

缶
と
雨
水
槽

へ
の
貯
留

は
、

梶
野
さ
ん
等

に
ま

か
せ

る
。

 

 
 

 
 

 

 
 

千
年

檜
に

て
 

 
 

 
非

常
食

補
充

と
救

急
箱

点
検

 
バ

ッ
テ

リ
ー

交
換

作
業
 

 
 

 
 

ト
イ

レ
水

洗
用

の
雨

水
ド

ラ
ム

缶
設

置
 

 
 

 
 

 
バ

ッ
テ

リ
ー

交
換

作
業

 

 バ
ッ

テ
リ

ー
交
換

と
器
機

の
測
定

を
す

る
。

前
々

回
の
玉
置

山
駐

車
場

売
店

で
、
青
木
さ
ん

か
ら
平

治
宿

の
電
灯

は
、

２
０

分
程

で
点

か
な

く
な

る
と
言
わ

れ
て

い
た

の
で

、
今

回
２

０
Ａ
ｈ
容
量

の
バ
ッ

テ
リ

ー
(
重
量

７
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㎏
)
を

７
Ａ
ｈ

(
重
量

３
㎏

)
に
交
換

す
る

事
に

し
た

。
持
帰

っ
て
計

っ
て
見

る
と

１
．

１
Ａ
ｈ

で
、
性
能

は
約

１
８

分
の

１
に
低
下

し
て

い
た

。
 

今
回
設
置

し
た

バ
ッ

テ
リ

ー
は

、
容
量

が
７
Ａ
ｈ

と
小
さ

い
が

、
新

し

い
の

で
６
Ｗ

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

２
灯

で
は

、
７

時
間

点
灯

す
る
計
算

に
な

り
ま

す
。
 

ソ
ー
ラ
パ

ネ
ル

は
５

０
Ｗ

の
物

な
の

で
、

バ
ッ

テ
リ

ー
は

も
っ

と
大

き

く
て

も
良

い
が

、
大

き
い

バ
ッ

テ
リ

ー
は
重

く
て

持
込

が
大
変

で
あ

り
、

今
手

持
ち

が
無

い
の

で
仕

方
が

無
く

、
当

面
使
用

に
耐
え

ら
れ

る
と
思

う
。
 

村
吉
さ
ん

は
。
非
常
食

の
補
充

と
救
急
箱

を
点
検

し
、
次

回
補
充

の
リ

ス
ト
ア
ッ
プ

を
さ

れ
た

。
そ

の
後

、
水

場
に

行
か

れ
た

。
 

竹
中
さ
ん

は
、
水

場
の

点
検

と
ポ

リ
タ

ン
ク

の
給
水

へ
。
水

場
の
貯
水
鉄

箱
は

、
年
末

の
底
浚
え

後
土

石
の

流
入

が
殆
ん
ど

無
く
綺
麗

で
あ

っ
た

と
の

こ
と

。
女
性
陣

は
外
廻

り
の

清
掃

を
し

て
下
さ

る
。

 

今
回

、
豊

嶋
さ
ん

に
コ

ー
ヒ

ー
を
作

っ
て

貰
っ

た
後

、
全
員

で
記
念
撮
影

し
て

直
ち

に
持

経
宿

へ
下

山
す

る
。

 

 
 

 
 

 

 
平

治
宿

の
水

場
 

 
 

 
水

場
径

は
補

修
要

 
 

 
 

 
平

治
宿

巡
回

班
 

 

出
発

直
前

に
大

江
、

畑
林
さ
ん
達

が
合

流
し

、
一
緒

に
下

山
す

る
。

 

梶
野
さ
ん
達

は
、
千

年
檜

手
前

の
鞍

部
か

ら
池

郷
林

道
へ
降

り
て

辿
る

と
、

三
叉

路
迄

４
箇
所

で
落

石
し

て
お

り
、
池

郷
林

道
も

落
石

箇
所

が
頻

発
し

て

い
る

事
が
想
定
さ

れ
た

。
 

 
 

 
 

 

 
 

中
又

尾
根

分
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千

年
檜

下
の

池
郷

林
道

の
落

石
 

持
経

宿
で

本
日

参
加

者
 

 
 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

持
経

宿
1
2
:
4
0
→

千
年
檜
1
2
:
:
5
0
→
標
識
取

付
け
1
3
:
0
5
→
1
3
:
3
5
平

治
宿

1
4
:
2
5
→

中
又
尾

根
分

岐
1
4
:
4
0
→
1
5
:
1
0
持

経
宿

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
記

；
児

嶋
、
写
真

；
梶

野
)
 

 

 

寄寄 寄寄
    
贈贈 贈贈
    

・
児

嶋
道

夫
；

 
バ
ッ

テ
リ

ー
(
７
Ａ
ｈ

)
１

個
。

 
 

 


